
　河南省文化観光ウィーク　
中国シルクロード観光年キャンペーン㏌日本

雲台山紅石峡

殷墟博物館

少林寺塔林

観往知来現代中国人物絵画展　１月日～日

白馬寺

河南省の旅行会社による王朝街道セミナー　１月日　鄭州中原鉄道国際旅行社Ｅメール　＠qq．com

中国シルクロード観光年キャンペーン　
　　　　　　　　　　　㏌　日本　その１
「河南省文化観光ウィーク及び観往知来－　
　　　　　　　　　　現代中国人物絵画展」
開幕式　：１月日　午後３～５時

あいさつ、テープカット、
書画鑑賞、交流

絵画展　：１月日（月）～日（金）
中国を代表する新鋭芸術家
による書画約点を展示

セミナー：１月日　午後４～６時
鄭州中原鉄道国際旅行社に
よる王朝街道観光セミナー

開催地　：東京中国文化センター
東京都港区虎ノ門３－５－
１　森ビル１Ｆ

入場料　：無料
主催団体：東京中国文化センター、中

国駐日本観光代表処、河南
省観光局、河南省美術家協
会、河南大学美術学院

後援団体：中華人民共和国駐日本大使
館、日本外務省、日本国土
交通省観光庁、一般社団法
人日本旅行業協会、一般社
団法人全国旅行業協会、公
益社団法人日中友好協会、
日中友好議員連盟、社団法
人日中協会、日本中国文化
交流協会、一般社団法人東
京華僑総会（予定を含む）

（２１） 第２７８１号第３種郵便物認可２０１５年（平成２７年）１月５日（月曜日）

　いつも雲が険しい山をめぐり、霧が谷
を閉ざしていることから雲台山という名
がついた。面積平方㌔㍍の風景区に
紅石峡、子房湖、万善寺、百家岩、選彩
洞などの観光スポットがある。紅石峡
は、その景観から盆景（盆栽）峡谷とも
呼ばれている。

　殷は紀元前世紀頃に成立したとされ
る、考古学的に実在が確認されている中国
最古の王朝。殷墟はその古代都城遺跡で
年に世界遺産登録された。殷墟博物館には、
陶器、青銅器、玉器、甲骨文字など国宝級
の文物が展示されている。甲骨文発見地も
人気が高い。

　禅宗と武術で世に知られる少林寺。宋代、少林武術は自
ら一派をなし、史上「少林派」と称される。元代と明代に
は千余人の僧侶を擁し、国内外に名を馳せる大仏寺となっ
た。塔林は少林寺の歴代の高僧の墓塔で、基が現存。
中国最大規模となっている。
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　洛陽市白馬鎮にある中国第一古刹で後漢
の紀元年に創建された。仏教は中国に伝
来し、中国の一大宗教となっただけでなく、
日本、朝鮮などへも伝わったが、インドか
ら経典を白馬の背中に積んで運んだことか
ら白馬寺となった。祖庭（最初の仏寺）と
尊ばれている。
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